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	＜消費全体の動き＞
	◆【JCB総合指数】 25年1月のJCB総合指数0F （大和総研による季節調整値、JCBデータは以下同）によると、実質消費額は前月比▲1.0％だった。内訳を見ると、財は同▲2.0％と減少した。ただし、データの特性上やや下振れしているとみられる1F 。他方、サービスは同＋1.1％と増加した。

	＜小売関連＞
	◆【百貨店】 24年12月の百貨店商品販売額（商販ベース）は前年比＋2.2％と、2カ月連続で増加した。気温低下により季節商品の販売が好調だった。25年1月の百貨店大手3社の既存店売上高は、同＋7.7～13.7％だった。大丸松坂屋と高島屋は、働き方改革のため初売りを原則1月3日からとしたが好調を維持し、マイナスの影響は限定的だったとみられる。前月に続きコートなどの冬物衣料やブランド品の販売が好調だったほか、中国の春節期間中のインバウンド消費も全体を押し上げた。
	◆【アパレル】24年12月のアパレル販売額（商販ベース）は前年比＋14.2％と、5カ月連続でプラスだった。25年1月のしまむらの既存店売上高は同＋4.6％と、3カ月連続で増加。前月に続き冬物の販売が堅調に推移したほか、春物も好調だった。
	◆【スーパーマーケット】　24年12月の販売額は前月比▲0.7％（大和総研による季節調整値）。衣料品（同▲4.2％）などの販売額が減少。
	◆【コンビニエンスストア】24年12月の販売額は前月比▲0.7％（大和総研による季節調整値）。食品、非食品ともに販売額が小幅に減少。
	◆【 家電 】24年12月の出荷台数はパソコンが前月比▲19.5％、エアコンが同▲1.0％、テレビが同▲1.2％（いずれも大和総研による季節調整値）と減少。25年1月のJCB消費額（機械器具小売業）は同＋1.2％と、2カ月ぶりに前月から増加。
	◆【自動車】24年12月の新車販売台数（大和総研による季節調整値）は前月比▲3.7％。10月頃まで押し上げ要因となっていた認証不正問題後の挽回生産の影響は、弱まっているとみられる。25年1月は同＋8.1％と、3カ月ぶりに増加した。24年11～12月に減少していた反動が見られた。

	＜サービス関連＞
	◆【新幹線】24年12月の輸送量は、東海道・山陽・九州新幹線が前年比＋4～7％程度、北陸新幹線が同＋18％といずれも前月からおおむね横ばい。25年1月では、東海道・山陽・九州新幹線は同＋3～4％程度と横ばい圏にとどまった。年末年始は祝日と土日の並びから連休を取りやすかったが、その影響は小さかった。他方、北陸新幹線は同＋46％と大幅に増加した。ただし、能登半島地震により24年1月は輸送量が大幅に減少していたことの裏の影響が表れた。24年3月に金沢・敦賀間を延伸開業して以降、旺盛な観光需要が追い風とな...
	◆【旅客機】24年12月の国内線輸送量（含むグループ会社）はANAが前年比＋9.7％、JALが同＋6.9％と、伸び率はいずれも前月から拡大した。国際線輸送量（同）はANAが同＋12.2％、JALが同＋20.9％と、同じくいずれも前月から伸び率が拡大した。先述の通り日並びが良かった影響で、年末年始は2社ともに前年を上回った2F 。特に、連休に需要が拡大しやすい国際線が好調だった。
	◆【宿泊】 24年12月の宿泊者数（観光庁、宿泊日数ベース）は前年比＋6.3％と、4カ月連続で前月からプラス幅が拡大。25年1月のJCB宿泊消費額は、月前半に基づいて試算すると、前月比＋3.3％と2カ月ぶりの増加。年末年始の日並びが良かった影響が表れた。ただし、月後半は反動減が見られる可能性がある。
	◆【外食】 24年12月の外食産業の売上高は前年比＋6.6％と、前月から伸び率は縮小した。ただし、均して見れば24年1月以降おおむね横ばいで推移している。25年1月のJCB外食消費額は前月比▲1.8％と、2カ月連続の減少。

	＜参考：第3次産業活動指数＞



